
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

国際関係学部の高畑幸教授の著書『在日フィリピン人社会―1980～2020年代の結婚移民と日

系人』（名古屋大学出版会、2024年）が、第 41回大平正芳記念賞に選出されました。 

 

大平正芳記念財団は故・大平正芳総理のご遺族と経済界の協力により 1985年に設立されまし

た。大平正芳記念賞は、アジア太平洋地域の政治・経済・文化・科学技術に関する優れた著書

等を表彰するものです。 

 

高畑教授は、1990年代前半から在日フィリピン人の労働、暮らし、子育て、高齢化、地域社

会への参加等をテーマに研究しており、その集大成がこの一冊です。1990 年代に増加した結婚

移民と、2000 年代から増加した日系人を対象に、彼女ら／彼らはいかに日本社会の一部となっ

てきたかを、参与観察や聞き取りから明らかにしています。 

 

 

参考： 

大平正芳記念財団のウェブサイト 

https://ohira.org/41-ohira-award/ 
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